DL講習会　2008/8/2(土)　第二回　大学図書館
『図書館による情報発信(1)』ネットワーク環境における大学図書館

①(長谷川)講義/12：45～13：50 休憩/13：50～14：00
②(林)講義/14：00～15：05 休憩/15：05～15：15

③(松本)講義/15：15～16：20 休憩/16：20～16：30
ディスカッション/16:30～17:45
大学図書館Webサイトの運営

１．大学図書館Webサイトの傾向

1-1. 今後の「大学像」の在り方に関する調査研究（図書館）報告書1),2)

a)館情報からポータルへ

　図書館のWebサイトは，館情報(お知らせ，カレンダー，蔵書検索)から，ポータル(多様な電子情報資源への入口)へと変化している。(p.70)

　英米のカレンダーやお知らせは複雑すぎてトップページでは案内不可能などの事情から，最初から館情報がメインにはなり得ないと考えられる。

b)提供方法の2つのパターン

　電子ジャーナル，データベース，リポジトリの提供方法は，トップページからのリストと，別のプラットフォームによる提供の2つのパターンがある。(p.72)

　電子情報資源の量が多くなると別プラットフォームになる傾向があると考えられる。

“トレンド13：図書館ウェブサイト”. 今後の「大学像」の在り方に関する調査研究（図書館）報告書―教育と情報の基盤としての図書館―. 平成19年3月 国立大学法人筑波大学. p.70-73. <http://www.kc.tsukuba.ac.jp/div-comm/pdf/future-library.pdf>

1) 片岡真. 九州大学附属図書館Webサイトのリデザインに向けて. <http://hdl.handle.net/2324/2924>　　「Webは電子情報資源のプラットフォームとして機能し，Webベースのワープロソフトも登場している。Google検索，ブログ，Wikipediaなどの集合知も形成されている。Webのリデザインには，CMS()を用いてポータルサイトの作成を容易にする必要がある。Webの備えるべき機能は,a)Google型検索窓による統合検索，b)シンプルで機能的なWebリソースナビゲーター，c)リンクリゾルバによる情報パスの提供，d)リモートアクセス/シングルサインオン，e)学術情報生産フローのトータル・サポート，f)コミュニケーション機能の追加(オンライン・チュートリアル，オンライン・レファレンスデスク，RSS配信)，g)学内で生産される学術情報のゲートウェイ，がある。Webサイトが真の利用価値を発揮するには，学生や教員との生のコミュニケーションによる地道な利用促進が必要。」
c)大学図書館の多様化

　電子情報資源の量の多少で大学図書館におけるサービスの方向性は異なってくると考えられる。中小図書館の方向はSWOT分析が必要。

【SWOT分析：＠IT情報マネジメント用語事典 <http://www.atmarkit.co.jp/aig/04biz/swot.html>】
　東京西地区大学図書館相互協力連絡会2005年度研修セミナー(明星大学 2005年11月22日) <http://www2d.biglobe.ne.jp/~st886ngw/hasegawa/20051122.doc> での分析図を以下に示す。

　大学図書館のSWOT分析による運営における基本方針の策定

・図書館の置かれている拡大と縮小の現状を認識し、設置母体内での存在基盤を強化
・図書館のアイデンティティを確立し、生産性を向上させる組織に再編成
・得点を稼げない状況なので、エラーを回避するための最低限度の人材育成
・労働集約的な図書館業務の効率運営のために業務委託を考慮
・情報産業的な部分をインターネットで高度化

・どの組み合わせで行くか，どれを優先させるか，現勢でどれが実現可能か

	
	外部環境分析

	
	(3)機会(Opportunity)
	(4)脅威(Threat)

	
	　生涯学習への期待

　IT化の進行
	　予算と人員の削減

　ニーズの多様化

　メディアの多様化

　認知度の低さ

	内

部

要

因

分

析
	(1)強み（Strength）
	積極的攻勢

(SとOで業務展開)
	差別化戦略

(SでTを回避する)

	
	　大量の資料とスペース

　無料のサービス

　授業との隣接

　豊富な情報技術

　[豊富な人員、サポータ]
	 (A)高度な情報提供
　　新たな支援サービス
　　組織の再構築
	 (B)存在基盤の強化

　　サポーターの開拓

　　効果的なPR

	
	(2)弱み(Weakness)
	段階的施策

(WでOを逃さない)
	専守防衛または撤退

(最悪の結果を招かない)

	
	　相対的な能力の低下

　アイデンティティの喪失

　組織の脆弱さ

　PRの拙さ


	 (C)業務の再編成

　　ガイドラインの作成
　　業務委託
	 (D)エラー回避
　　人材育成

　　業者との協力


1-2. 更なる転換3),4)

a)説明責任から結果責任へ

　情報をセレクトして並べておくだけの情報発信から，サービス対象をはっきり意識して，具体的な成果が見通せる提案型のサイト運営に転換する。

b)単独から連携へ

　リアルな対面活動やインターネットによる活動をミックスした，広範囲な人たちとの「緩やかな連携」を図書館サイト運営の目標にする。サイトに依存しないほうが・・・。

2) 長谷川豊祐. 「窓」個人ウェブサイトの12年：提案型と緩やかな連携. 図書館雑誌. 2008年8月号

“第5 章 図書館の組織と人的資源管理”. 今後の「大学像」の在り方に関する調査研究（図書館）報告書―教育と情報の基盤としての図書館―. 平成19年3月 国立大学法人筑波大学. p.77-82. <http://www.kc.tsukuba.ac.jp/div-comm/pdf/future-library.pdf> 

２．大学図書館Webサイトの内容

2-1. 大学図書館トップページのガイドライン<http://www.slis.keio.ac.jp/~ueda/univlibguide/toppageguideline.html>

2-2. Google Page Rank が6以上の大学図書館とその特徴的なサービス

◆米国のいくつかの図書館

　　8 Yale University Library
　　8 University of Wisconsin - Madison Libraries
　　8 University of North Carolina at Chapel Hill Libraries
　　8 University of Washington Libraries
　　7 University of Pittsburgh Libraries
◆国立

　　6 北海道大学附属図書館
　　6 東北大学附属図書館
　　6 筑波大学附属図書館
　　6 千葉大学附属図書館
　　6 お茶の水女子大学附属図書館
　　7 東京大学附属図書館
　　6 東京工業大学附属図書館
　　6 総合研究大学院大学附属図書館（葉山）
　　6 新潟大学附属図書館
　　6 名古屋大学附属図書館
　　6 京都大学附属図書館
　　6 神戸大学附属図書館
　　6 岡山大学附属図書館
　　6 広島大学図書館
　　5 鹿児島大学附属図書館
　　6 琉球大学附属図書館
◆公立(東京，神奈川)

　　6 首都大学東京図書情報センター
◆私立(埼玉，千葉，東京、神奈川)

　　7 慶應義塾大学三田メディアセンター
　　6 国際基督教大学図書館
　　6 早稲田大学図書館 

　　7 国際大学松下図書・情報センター
　　6 同志社大学図書館

◆公共，短期大学
　　4 名古屋柳城短期大学図書館
　　5 横芝光町立図書館
参考：ページランク

	◆グーグルのページランク　<http://www.seopagerank.jp/archives/07/>

グーグルページランク３～４　個人サイトなどで、価値の高いサイト
グーグルページランク５　　　３～４に比べても知名度が大きいサイト。ページランク５のサイトは個人レベルのサイト、中小企業の通販サイトなどの中では、ほぼ最高レベルのサイトと思ってよい。
◆Googleページランクが高いサイトの被リンク効果は？
<http://whiteway.blog103.fc2.com/blog-entry-71.html>

通常一般のサイトでしたら0～3がほとんどで、中にはページランク4～5くらいのサイトもあります。4～5くらいの高いページランクのついたウェブページからの被リンクは、0～2くらいからの被リンクよりも数十倍はSEO効果があると言われています。
◆ページランクが５以上の個人サイト <http://q.hatena.ne.jp/1140388700>

【以上，Google "PageRank 個人サイト"での検索結果より】


３．サブジェクトガイドなど

　インターネットは双方向性を活かした方向に進みつつある。利用者とのやり取りをする場合，図書館から発信するコンテンツへの信頼性，利用者とのコミュニケーション能力，顧客満足度への配慮などについて，組織として対応はとられているか？

3-1. University of North Carolina at Chapel Hill (UNC)　<http://www.lib.unc.edu/>

a)基礎データ

· 図書館システム　<http://www.librarytechnology.org/lwc-displaylibrary.pl?RC=1181>

· 統計データ　<http://fisher.lib.virginia.edu/cgi-local/arlbin/arl.cgi?task=runcriteria&version=displayone&id=5800>

b)サイト全体について

· 構成，内容については，利用案内，図書・雑誌論文の検索・提供，授業支援，サービス内容，利用支援，機器の利用案内など，豊富なサービスがバランスよく提供されている。

· 図書館の利用案内・紹介とサービスが明確に区分され，サービスが前面に出ている。

· 111件の探索ガイドは，資料種別，個々の主題によって細かく作成されている。利用者にとっても有用なツールになり，館員が製作・維持管理することで主題知識の向上にもつながる。

c)新規性のあるサービス【最後を除いて全て認証が必要】

· MyUNC：　大学が提供する個人向けのカスタマイズ可能なトップページを提供 <http://my.unc.edu/>

· Ask a Librarian：　電話，メール，チャットによる遠隔レファレンス <http://www.lib.unc.edu/ask_menu.html>

· MyAccount：　図書館利用者IDによる新着図書のSDIサービスなど <https://web2.lib.unc.edu/web2/tramp2.exe/log_in?SETTING_KEY=borrower&guest=guest&screen=MyAccount.html>

· Research by Subject：　DB，電子ジャーナル，探索ガイドが，主題によって選択的に表示されるシステム <http://www.lib.unc.edu/resources/subject.php>
　　　→ Selected resources in: Information and Library Science
　　　→ Guides (2)　→ Information for Documents Librarians 

· Google Scholar at UNC：　契約している電子ジャーナルへのアクセス手段。 <http://www.lib.unc.edu/instruct/googlescholar/index.html>

· RefWorksもEndnoteも(Webベースの書誌データ管理システムで個人のデータベースを構築可能)両方利用可能

· Documenting the American South (DocSouth)：　歴史的資料のデジタル化と公開 <http://docsouth.unc.edu/>

3-2. University of Wisconsin - Madison　<http://www.library.wisc.edu/>

a)基礎データ

· 図書館システム　<http://www.librarytechnology.org/lwc-displaylibrary.pl?RC=2090>

· 統計データ'03　<http://fisher.lib.virginia.edu/cgi-local/arlbin/arl.cgi?task=runcriteria&version=displayone&id=9600>

b)サイト全体について

· 構成，内容については，目録，雑誌，レファレンス，電子媒体，探索ガイドが提供されている。

· 図書館の利用案内・紹介とサービスが明確に区分され，サービスが前面に出ている。

· OPACの利用には，ID/PWでのログインが標準になっている(検索結果からフルテキストを利用するために事前の認証が必要なためか)。ゲストでの利用も可能。

· Library Instruction が充実している。授業の資料，Library Instruction Video(Resources for Teaching Librarians 16分37秒)，Campus Library User Educationなど，図書館によって作成された資料や，作成された資料への大量なリンクがある。

c)新規性のあるサービス

· 図書館員，電話，メールに加えて，チャットによる Libraries Live Help が提供されている。

· Find It：　Ex Libris社による，DBの検索結果からフルテキストへのリンクを提供するサービス【Find It FAQ より】。日本では札幌医科大学附属図書館のほか3機関。

3-3. Webサイト日米比較から

a)全体的な構成

・豊富なサービスとコンテンツ，・利用支援ツールの充実，・サービスが前面に，・リンク集がない

b)新しいサービス

・データベースとフルテキストデータの充実，・大量のサブジェクトガイド，・丁寧なオンラインチュートリアル，・電話，メール，チャットによる遠隔レファレンス，・教育との連携の進展，・認証システムの導入

c)疑問と回答

· 豊富なサービスの維持管理はどのように行われているのか。

· チャットレファレンスの運用はどうやっているのか。実績はどれくらいあるのか。

· Research by Subjectは，何らかの商品なのか，自作なのか。

· Google Scholar at UNC は，NUC に限定された Google Scholar か。

· リンク集がないのは何故か。

· 求人情報と検索可能な職員リストは，なぜ公開されているのか。

	・北米では職員の連絡先を公開するのが一般的

・北米ではカタロガーとかビブリオグラファーなど，職域の区分が明確

・更に，プロフェッショナルなポジションとそうでないポジションの区分が明確

・MLISを持っている人とそうでないスタッフであるという区別も明確

・利用者はその情報を手がかりに必要な人にコンタクトを取る

・図書館に限らず，どの組織も非常に個人主義的な仕事の仕方をする文化

・誰宛てか不明の問い合わせは，皆自分とは関係がないと思って無視してしまう傾向

・よくも悪くも自分をアピールしないと生きていけない社会

・ステップアップのためにも，各方面に名前を認知してもらうことは重要

【ピッツバーグ大学の図書館員より】


４．もう一つの方向

(Librarianship：

　図書館職;知識の記録媒体とその基本原理，理論，技術および工学に関する知識の適用にかかわる職業で,それらの知識は，図書館資料のコレクションの確立，保存，組織化および利用に寄与し，かつ媒体を通じての情報の普及にも寄与する。「ALA図書館情報学辞典」[p.169]

　図書館員養成のために抽出された基本的な知識と技術の総体。「図書館情報学ハンドブック 第2版」[p.1])
4-1. University of Washington Libraries　<http://www.lib.washington.edu/>

<http://fisher.lib.virginia.edu/cgi-local/arlbin/arl.cgi?task=runcriteria&version=displayone&id=9100>　　蔵書:6436960冊　スタッフ：359人　(2003年)

　Librarians(レファレンス,選書，オリジナルからログ 150名)，Professional Staffs(人事，経理業務などの専門業務34名)，Technical Staffs(発注データ作成，受入，コピーカタログ，装備 208名)，Student Assistants(配架，装備，貸出 550名)(2004年)　Librarianはレファレンス，選書をおこない，先生の研究や学生が何を必要としているのかを知っていなければならない。その図書館の個性ある蔵書構築を行う為に，長期的に勤務することが必要。新任の先生にはインタビューをしたり，研究室の書架を見たりして，先生との交流を図る。【ワシントン大学の図書館員より】

　Resources by Subject <http://www.lib.washington.edu/subject/>

　Japanese Studies <http://www.lib.washington.edu/subject/JapaneseStudies/>

　論文，図書，電子ジャーナル，担当の図書館員，関連部門などの情報源のリストを提供

　　Information Science <http://www.lib.washington.edu/subject/LibrarySci/>

　　Course Reserves <http://www.lib.washington.edu/services/course/>　ID/PW接続

4-2. Earlham College Library　<http://www.earlham.edu/library/>　

　<http://www.librarytechnology.org/lwc-displaylibrary.pl?RC=3513>

　　Staff and Contact Information 

　　　　<http://www.earlham.edu/library/content/contact/index.html>

　　　　写真入でスタッフ(17人)を紹介，Emailも認証をかけて提供。

　　Resources by Subject 
　　　　<http://www.earlham.edu/library/content/resources/subject/index.html>

　　　Japanese Studies 
　　　　<http://www.earlham.edu/library/content/resources/subject/japanese.html>

　　　　主題対応のガイド。図書，雑誌，参考資料，Webサイトを簡単に紹介。

　　Course Resources 

　　　　<http://www.earlham.edu/library/content/resources/course/index.html>

　　　　授業に対応したレファレンスガイド。

　　　Education: A Guide for Library Research <http://www.earlham.edu/library/content/resources/course/0607fall/MAT2006.html>

　　　Eng 469: Literary Criticism  <http://www.earlham.edu/library/documents/courses/Literary Criticism.pdf>

　　Journals, Magazines, and Newspapers 
　　　　<http://www.earlham.edu/library/content/resources/journals.html>

　　　　Ex Libris社のSFXを導入。例：Find Journals in All Formats <http://www.earlham.edu/library/content/resources/journals.html>

【長澤多代. 大学図書館が実施する学習・教育支援を背景とした教員と図書館員のパートナーシップ. 日本図書館情報学会,三田図書館・情報学会合同研究大会発表予稿集. 2005, p.49-52.】

	次世代OPAC 導入事例リンク集
<http://dwsv.library.osaka-u.ac.jp/pitt_report/pitt200803ngc.html>

Queens Borough Public Library 
　<http://aqua.queenslibrary.org/>

　AquaBrowser Library というOPACを高機能化するシステム
North Carolina State University Libraries

　<http://www.lib.ncsu.edu/catalog/>

　ノースカロライナ州立大学（NCSU）図書館は，次世代の図書館目録の提供を開始した。
　Antelman, Kristin et al. Toward a 21st Century Library Catalog. Information Technology and Libraries. 25(3), 2006, 128-139. 
　<http://eprints.rclis.org/archive/00007332/01/antelman_lynema_pace.pdf>


4-3. 説明責任・結果責任と人的資源管理 (Human Resourses Management)

　Yale University Library <http://www.library.yale.edu/> のサイトには，ABOUT THE LIBRARY <http://www.library.yale.edu/about/> のカテゴリーがある。ここに図書館員の業務関連のドキュメントが保管・公開されている。

a)図書館員へのマネジメント調査

　Departments & Staff の項目から Standing Committees <http://www.library.yale.edu/about/committees.html> をみると15の委員会がリストされている。

　その中のマネジメントの委員会 Library Management Council (LMC) <http://www.library.yale.edu/lmc/public/> では，毎週行われる委員会の議事録を公開している。

　May 31, 2006 には“Library Staff Survey May 2006” <http://www.library.yale.edu/lmc/public/survey_report_05_31_2006.doc> の結果が報告されている。図書館の追求すべき重要事項，中止すべき業務，業務化以前の3点について，全Librarian 約600名の37％にあたる222名が回答している。特に，蔵書の重要性への指摘が多くなされている。HRMは縮小が求められている。[local]

b)司書の職務内容

　Working at the Library の項目からは，Human Resources <http://www.library.yale.edu/lhr/> のページが表示され，図書館員緒業務内容である Job Descriptions <http://www.library.yale.edu/lhr/descriptions/> を分館ごとに見ることができる。

　East Asian Collection の Librarian for the Japanese Collection <http://www.library.yale.edu/lhr/descriptions/East Asian/Librarian for the Japanese Collection.doc> では，目的が最初に述べられ，職務内容が，Collection Development，Acquisitions，Reference & User Education，Professional Activity，Other として簡潔に記述されている。

・Library Organizational Chart　<http://www.library.yale.edu/lhr/resources/orgchart.doc>

c)その他

　Student Employment Process <http://www.library.yale.edu/lhr/hire/studentprocess.html> という文書も公開されている。

	参考：ARL Index Data　大学図書館の概要を知るために便利なツール

http://fisher.lib.virginia.edu/cgi-local/arlbin/arl.cgi?task=setupcriteria
Data of Individual Libraries

Select one library to display the following variables from 1986 forward: volumes held, volumes added (gross), current serials, total expenditures, total professional plus support staff, ARL membership index score, and rank in ARL index. (Note: Institutions which entered the ARL during this period have data for only some years.)


５．まとめ

　効果的にWebサイトを活用しているのは図書館員である。電子情報資源の提供が予算に制約される中小規模の図書館では，図書館員を活用したサービス展開が必要である。

　図書館員は説明責任と結果責任を果たして，教員と学生との信頼関係を築き，学内の他部署とも連携することによって，リテラシーやリポジトリなどの新たな図書館サービスの領域を開拓していく必要がある。

参考

組織図：九州大学付属図書館の理念と組織図 <http://www.lib.kyushu-u.ac.jp/overview>








































ある大学図書館(分館)の開館時間


Monday-Wednesday: 11am-12midnight


Thursday:         11am-9pm


Friday:           11am-5pm


Saturday:         なし


Sunday:           2:30-12midnight








